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Ⅲ．論文要旨

序章 本研究の目的と意義

本研究は，小学校社会科の概念学習として，概念の名辞（カテゴリー）を探究する新た

な学習方法理論を開発し，その理論を実証するための概念の設定や学習指導過程の構築，

並びに学習方法理論の類型に基づく具体的な授業開発・実践を通して，今後の小学校社会

科教育における有効な授業構成の理論や方法について明らかにすることを目的とする。

これまで社会科教育研究では，事物・事象の一般性・法則性に関する知識（概念の命題）

に対し，科学的思考を用いて問題解決的に探究する学習を概念探究学習としてきた。この

学習で達成される転移・応用可能な科学的・概念的知識の獲得は，子どもの社会の見方や

考え方を育むとされ，社会認識形成において意義ある学習方法原理として認知されている。

他方，小学校社会科の目標では，中等とは異なり，児童の発達段階を考慮し身近な具体

である常識的概念を通して，社会を概略的にとらえることに主眼が置かれる。そのため，

必ずしも児童が解釈内容として科学的・概念的知識を作り出す必要はない。また，教育内

容として概念的知識の獲得をめざす場合も，それを導き出す帰納・演繹といった科学的思

考は，児童自身がそれらを自覚し随意的に行うことができる発達段階でなければならず，

小学校段階の思考方法として難しい。つまり概念探究学習は，児童が社会科を学習する上

で，発達段階を考慮した小学校社会科の目標に迫る教育内容・方法としての困難性が高い。

そこで本研究では，小学校社会科における概念学習の課題を改善する手立てとして概念

の名辞に着目し，児童の発達段階に適した小学校社会科の目標に迫ることのできる科学的

な学習方法理論を開発することで，授業開発・実践を通して小学校社会科で概念の名辞を

探究する意義を実証的に解明することにした。

第Ⅰ部 「概念カテゴリー化学習」の授業構成の理論と方法

第１章 概念の名辞を探究する意義

本論文では，本研究の所期の目的を達成するために，以下の手順で論じた。

第Ⅰ部では，まず社会諸科学の成果を基に，概念の名辞と命題の関係性や概念の特性に

ついて言及した（第１章＞第１節）。その後，概念の名辞を探究する学習を成立させる上

で，概念の名辞を認知機能のカテゴリーとする科学的手法（カテゴリー化）に着目した。

認知心理学におけるカテゴリー研究の歴史的経緯を踏まえながら，社会科教育研究におけ

る概念のとらえ方や概念の命題を探究する学習方法との違いについて検討し，小学校社会

科概念学習における課題との関連性や概念の名辞が果たす役割について示した（第１章＞

第２節）。また，小学校社会科の目標や児童の発達段階の観点から，習得をめざす概念の

名辞として科学的概念だけでなく，常識的概念を含めて探究する必要性についても言及し

た。これにより，中等教育で概念の命題を探究する学習の基盤として，小学校段階で概念

の名辞を探究して学ぶ意義を明らかにするとともに，その学習を「概念カテゴリー化学習」

として提起した（第１章＞第３節）。
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第２章 「概念カテゴリー化学習」の学習方法理論

次に，「概念カテゴリー化学習」の授業構成理論を考える上で，概念の名辞によってカ

テゴリー化を促す手立てとして類推－同定という思考活動に着目し，児童が活用する上で

の有効性や具体的な手立てを示した（第２章＞第１節）。これを基に，概念の名辞から習

得をめざす概念を導き出す方法として，「これって〇〇（学習材名・概念名）だけ？」と

いう発問や具体物等の提示を行いながら，カテゴリーの階層性を生かして類推－同定を繰

り返し，包摂的にカテゴリー化を行う方法を明らかにした（図１）。これを「概念のカテ

ゴリー化」と定義し，「概念カテゴリー化学習」の学習方法理論とした（第２章＞第２節）。

また，「概念のカテゴリー化」で扱う概念を具体概念と抽象概念に区分し，学習材から

概念を導き出す包摂関係を基に，「具体－具体型」，「具体－抽象型」，「抽象－具体型」，「抽

象－抽象型」の４つの類型を構成し，「概念カテゴリー化学習」の授業類型として示した

（第２章＞第３節）。さらに，児童の発達段階に適した類型を検討することで，児童の社

会の見方が育むよう，「概念カテゴリー化学習」の体系化を図った（第２章＞第４節）。

図１．概念のカテゴリー化のモデル（筆者作成）

第３章 「概念カテゴリー化学習」の学習指導過程論

最後に，「概念カテゴリー化学習」の授業開発・実践を可能とする上で，学習指導過程

の検討を行った。児童が「概念のカテゴリー化」を有効且つ円滑に行うことができるよう，

まず有意味受容学習の先行オーガナイザーの働き（説明作用・比較作用）に着目し，その

特徴やこれまでの社会科教育学研究との関連性について示した。その後，「概念のカテゴ

リー化」を先行オーガナイザーの観点から考察した。その結果，「概念のカテゴリー化」

では先行オーガナイザーの形成・活用を繰り返し行うことで，最終的に形成した習得概念

の意味内容を社会に有意味なものとして児童に認識させている点を明らかにした（第３章

＞第１節）。そこで「概念のカテゴリー化」を円滑に働かせながら，児童が学習材から習

得をめざす概念の有用性をとらえ社会や自己の生活を見つめ直す学習となるよう，学習材
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【習得をめざすカテゴリー】

【基礎水準カテゴリー】
上位水準カテゴリーの事例

【上位水準カテゴリー】
習得概念のカテゴリー事例

【学習材】

基礎水準カテゴリーの事例
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（対象事例）

カテゴリー事例
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カテゴリー事例
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上位水準カテゴリー
(上位概念②)の意味内容

基礎水準カテゴリー
(上位概念①)の意味内容

下位水準カテゴリー
(学習材)の意味内容

カテゴリー化（楕円囲い）
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の意味内容を学習する「先行オーガナイザー形成過程」，概念のカテゴリー化を行う「概

念カテゴリー化過程」，獲得概念と反証事例を通して社会認識を深める「概念有用性認識

過程」の３段階からなる学習指導過程を設定した（第３章＞第２節）。これを概念の名辞

を探究する授業を構成するもう１つの手立てとして示した（図２）。

このように，第Ⅰ部では概念の名辞を探究する学習として「概念カテゴリー化学習」を

提示し，この授業構成の理論と方法を明らかにするために学習方法理論や学習指導過程を

設定した。これを「概念カテゴリー化学習」の授業構成における理論仮説とした。

図２．「概念カテゴリー化学習」の学習指導過程モデル（筆者作成）

《先行オーガナイザー形成過程》

概念のカテゴリー化を生かす先行オルグの形成と活１．先行オーガナイザーとしての学習材の意味内容
用を獲得する。
*学習材・概念の意味 *カテゴリー事例・反証事例(1)先行オーガナイザーにつながる学習課題の設定と
内容 の意味内容予想

→「なぜ学習材は～なのだろうか？」
〈 〉(2)課題追究を通して学習材(a)とカテゴリー事 獲得情報の説明作用

〈 〉例(b)の情報を獲得 獲得情報の説明作用
→(a)「なぜ（どうして）学習材は～なのだろう

か？」
→(b)「カテゴリー事例は～どうなのだろうか？」

(3)学習材の意味内容の獲得
先行オルグ①の形成→学習材の意味内容を示した構造図

《概念カテゴリー化過程》

２．概念のカテゴリー化によって概念とその意味内容を

獲得する。

(1)下位水準（学習材）から基礎水準へのカテゴリー化
〈①の比較作用〉 先行オルグＡの形成①学習材とそのカテゴリー事例との類推－同定

→「これって○○（学習材名）だけ？」
→カテゴリー事例の意味内容を示した構造図

〈①の説明作用〉 〈Ａの説明作用〉②基礎水準カテゴリー（上位概念）の適用とその意味
内容の獲得
→「これって○○（上位概念）だけ？」
→ 学習材とそのカテゴリー事例を上位概念で

先行オルグ②の形成包摂した図
(2)基礎水準から上位水準（※習得概念）へのカテゴ
リー化

〈②の比較作用〉 先行オルグＢの形成①基礎水準カテゴリーとそのカテゴリー事例との
類推－同定
→同定可能なカテゴリー事例に関する具体物
→カテゴリー事例の意味内容を示した構造図

②の説明作用 Ｂの説明作用〉②上位水準カテゴリー（習得概念）の適用とその 〈 〉 〈
意味内容の獲得
→「これを何というの？ 「○○（習得概念 」と」 ）
言います 」。
→上位概念とカテゴリー事例を習得概念で

先行オルグ③の形成包摂した図
※習得概念でない場合は，カテゴリー化を再度繰
り返す

《概念有用性認識過程》

３．概念の有用性を通して社会認識を深め，自己を
見つめ直す。

(1)習得概念に関する社会認識の深化
〈③の比較作用〉 先行オルグＣの形成①習得概念やその意味内容を批判的にとらえる反証

事例の適用
→「何でも○○（習得概念）になり得るの？」
→反証事例としての具体物
→反証事例と習得概念の関係を示した構造図

③の説明作用 〈Ｃの説明作用〉②習得概念の社会的意義や重要性の把握 〈 〉
→「どういうものが○○（習得概念）なの？」

先行オルグ④の形成「世の中にとって○○（習得概念）とは？」
〈④の説明作用〉(2)習得概念の社会認識を生かした市民的資質の形成

①学習内容のふりかえりと学習内容に対する感想
先行オルグ４́の形成

〈 〉②学習内容を自分の社会生活に生かす方法を考える ④́の説明作用
→「これからあなたはどうしていきたい？」

概念に対する最終認識
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第Ⅱ部 「概念カテゴリー化学習」の授業開発と分析

第４章～第７章 各類型における授業開発と分析

第Ⅱ部では，第Ⅰ部で構成した授業構成理論に基づき，章ごとに各類型の特徴や授業開

発の視点を明らかにするとともに（各章＞第１節），「概念のカテゴリー化」や学習指導

過程の構造も踏まえ，各類型の具体を２つずつ単元レベルで提示した（各章＞第２節・第

３節）。その後，授業実践に関する分析を行い，授業記録や記述内容における児童の変容

から，概念の名辞を探究する学習としての「概念カテゴリー化学習」の有効性について示

した（各章＞第４節）。

第４章では，「概念カテゴリー化学習」のスタンダードな類型として「具体－具体型」

について論じた。ここでは可視化できる常識的概念同士のカテゴリー化であるため，概念

にあたるものを具体物として提示でき，概念だけでなく「概念のカテゴリー化」の方法も

とらえやすい点を指摘した。具体として，概念「特産物」の獲得をめざす第４学年単元「黒

鯛いっタイどうなるの！？」と概念「ロングセラー商品」の獲得をめざす第５学年単元「や

められない変わらない！？かっぱえびせん♪」を開発し，授業実践・分析内容を示した。

第５章では，「具体－具体型」の発展型として「具体－抽象型」について論じた。ここ

では可視化できる常識的概念から，可視化できない常識的概念や下位に位置づく科学的概

念である抽象概念の獲得をめざす。獲得概念が関係や状態，性質といった事物の属性とな

る場合，“こういう関係を何と言うの？”等の発問を工夫したり，概念の関係性を図化し

て示したりする必要性を指摘した。具体として，概念「公共財（公共）」の獲得をめざす

第４学年単元「焼け野原に響くプレーボール」と概念「信頼」の獲得をめざす第５学年単

元「世界のＭＡＺＤＡ」を開発し，授業実践・分析内容を示した。

第６章では，「抽象－具体型」について論じた。この類型では，「具体－抽象型」とは

逆に，単元の導入で着目し簡易的に導き出した抽象概念とその仮説的な意味内容を起点と

しながら，「概念のカテゴリー化」によって下位の具体概念を充足していく形式とした。

児童は具体概念を包摂する抽象概念の意味内容を深化・更新していくことで，抽象概念を

社会における重要な概念として認識できる点を指摘した。具体として，概念「正義」の獲

得をめざす第４学年単元「正義の見方！？アンパンマン」と概念「文化遺産」の獲得をめ

ざす第３学年単元「和ｓｈｏｃｋ！？」を開発し，授業実践・分析内容を示した。

第７章では，「具体－抽象型」の発展型として，「抽象－抽象型」について論じた。先

の「具体－抽象型」と同様，具体概念から抽象概念を導き出していく。しかし，その時可

視化できる具体概念から可視化できない常識的概念ではなく，科学的概念の下位を構成す

る抽象概念を導き出していく。その後，抽象概念同士のカテゴリー化を行うことで，最終

的に科学的概念の獲得をめざす点を指摘した。具体として，概念「相互依存」の獲得をめ

ざす第３学年単元「おしい！？広島カキ」と概念「復興」の獲得をめざす第６学年「万博

から見る日本の復興」を開発し，授業実践・分析内容を示した。

終章 概念の名辞を基盤とした小学校社会科カリキュラムの検討と今後の課題

最終的に，第Ⅱ部での８実践の分析結果を踏まえ，小学校社会科において概念の名辞を

探究する学習の有効性を示すとともに，獲得すべき概念の名辞や今後のカリキュラム編成
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の方向性について示唆し，カリキュラム案を作成した。本研究の結論は，次の三点である。

第１に，小学校社会科概念学習における概念の名辞を探究する学習の必要性である。

本研究では，児童の発達段階や小学校社会科の目標における小学校社会科概念学習の

課題を改善し得る方法として，概念の名辞（カテゴリー）とカテゴリー化を用いた学習

方法に着目し検討した。その結果，小学校段階において概念の名辞を認知機能のカテゴ

リーとして学ぶ重要性や，児童が概念の名辞を科学的方法で獲得する上での①類推－同

定という思考活動，②カテゴリーの階層性を生かした包摂的カテゴリー化（概念のカテ

ゴリー化），③反証事例を用いた批判的学習過程の必要性，を明らかにした。この概念の

名辞（カテゴリー）を探究する学習を「概念カテゴリー化学習」と提起し，その学習指

導過程も含め，児童の発達段階に適した小学校社会科の目標に迫る科学的な授業構成理

論として示した。さらに８つの授業開発・実践における授業記録や児童の記述内容の分

析を通して，「概念カテゴリー化学習」の有効性を実証できた。これにより，小学校社会

科の目標や児童の発達段階に即した，概念の名辞を探究する学習の必要性を示している。

第２に，小学校段階で概念の名辞を探究する学習を行う上で，習得をめざす概念の名辞

として科学的概念だけでなく，常識的概念を含めて探究する必要性である。

小学校社会科では，児童の身近な具体を基に社会を概略的にとらえることに主眼を置く。

そのため科学的概念に限らず，常識的概念を含み込んで概念の名辞を探究する必要がある。

そこで必要となるのは，科学的な方法で習得させていくことである。本研究では，「概念

のカテゴリー化」という科学的な学習方法理論を構築し，常識的概念の名辞を探究する授

業も開発・実践した。授業分析の結果，児童が概念のカテゴリー化を通して概念を獲得

し，それを社会の有用な概念ととらえ，自己の生活や存在を見つめ直す児童の変容を明

らかにした。このことは，小学校社会科で常識的概念の名辞を扱う必要性を示している。

第３に，社会科概念学習の系統性を踏まえ，中等社会科における概念探究学習の基盤と

して，小学校段階で「概念カテゴリー化学習」を行う必要性である。

これまで社会科教育研究では，概念の命題を探究する概念探究学習が子どもの社会の見

方・考え方を育む上で重要とされてきた。しかし，小学校社会科における概念の命題を探

究する学習の課題に伴い，社会科概念学習における系統的な学習方法という観点からも困

難性が生じていた。本研究では，概念における命題と名辞の表裏一体の関係性を示し，常

識的概念も含めた概念の名辞を通して，社会の概略や社会における概念の重要性をとらえ

る「概念カテゴリー化学習」の意義を明らかにした。また，概念の内包や包摂関係を基

に４つの授業類型を設定し，具体性のある常識的概念，抽象性のある常識的概念，抽象

性の高い科学的概念と，「概念カテゴリー化学習」を通して習得する概念や学習方法の系

統性を示した。これは，常識的概念から科学的概念へ，概念の名辞から概念の命題の探

究へと，社会科概念学習における系統的・段階的な学習が可能であることを示している。

今後の研究課題として，次の３点が挙げられる。

第１に「概念カテゴリー化学習」の授業開発・実践を積み重ね，授業構成理論の有効性

・実証性をより高めていくこと，第２に授業開発・実践を通して導き出した概念の質的傾

向を分析・検討し，「概念カテゴリー化学習」を基盤とした小学校社会科カリキュラム案

を再構築すること，第３に再構築したカリキュラム案を踏まえ授業開発・実践を重ね，小

学校社会科で習得する概念を精選し，汎用性の高いカリキュラムに改定すること，である。
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